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平成２９年度第６回（第４５回） 

３市共同資源物処理施設整備地域連絡協議会  
日時：平成２９年９月９日 PＭ６：３０～ 

場所：桜が丘市民センター   

出席者：衛生組合議事録による（文中を含め敬称役職名略） 

 

１． 序 

標題について第６回協議会を開催した。 

 

２． 参考資料 

本日の打ち合わせには以下資料を使用した。 

○(1) 標題と同一 レジメ：H29年 9月 9日 

○(2)（仮称）３市共同資源物処理施設整備事業スケジュール：H29年 9月 9日 

○(3) ごみ量予測についての質問内容（山崎専任者）：H29年 9月 9日 

×(4) 平成２９年度第５回（第４４回）板書議事録  清書版                        

×(5) 悪臭の測定方法について           板書オリジナル版 

×(6) グランスイート玉川上水アンケート結果報告と提案について 

×(7) 平成２９年度第４回（第４３回）（改１）板書議事録 清書版 

○(8) 容リプラ量予測値の検証結果（山崎専任者）：H29年７月８日配布 

 

３．議事進行 

3.1  配付資料確認（伊藤） 

3.2  町田専任者提出書類の処置 

   「行政側は傍聴のみ」とした（前回会議） 

   来月はメタウォーター参加の予定 

   本日は部長職の出席なし（傍聴） 

 

3.3  スケジュール説明（ 2.(2)項資料による）（伊藤） 

   8/22 都市計画審議会開催 

 

3.4  ごみ量予測  

2.(3)項資料により議事を進めた。 

(1) 組織市と協議した内容ですか？（山崎）（８月５日分） 

 (2) 今回組織市と協議しました。（片山） 

  （８月５日分は組織市と協議をしました。協議した旨のメールを山崎専任者には 

連絡しておりません   申し訳ありません。） 

(3) 組織市と協議した旨が不明であった為、山崎専任者は回答内容の検証は実施して 
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おりません。（明確にこの点の回答をして戴きたい。）（山崎） 

(4) 回答履歴が明確ではない。（山崎） 

 （削除／追加が文中にされている。） 

(5) 質問１－１：了解点に達した。 

(6) 本日の打ち合せレベル（田中） 

  組合 Top及び部長欠席で結論が出せるのか？ 

  これでは協議会として成立していないと思う。 

(7) 各市の部長の基本的に参加しなくても良い形となっている。 

  この為、本会としては成立している。（邑上） 

(8) 組織市が検討に加わったと理解したので、本回答の内容チェックを再開します。 

（山崎）            

(9) 対面調整は可能です。（片山）  場所：衛生組合 

         → 実施する ・会議開催/日程調整(組合) 

                  行政委員は出席 

                  他の委員の参加は任意 

 

(10) 質問に対しての最終的回答の形では、いかがでしょうか？（武蔵村山） 

  

(11) ４団体でまとめた最終的回答の 

方式の検討の方向は 

理解出来るが履歴は残る形は 

必須です。（山崎） 

 

 

 

 

 

 

3.5 ７月８日提出資料（2.(8)項）の検討（山崎専任者報告） 

 容リプラ量予測値の検証結果（使用資料） 

(1) ２回組成分析を行った。 

その結果２回目は１回目に比べ５００ｔ／年 増加する事が判明した。 

(2) とすると実施計画の最大容量を超えてしまわないか？ 

(3) 変動率１．１２を考慮すると４，８００ｔ／年となり、実施計画の最大処理能力 

４，２５０ｔ／年と大幅に超えてしまう。 

(4) この為、この組成分析検証結果はバラツキの大きい事が解ったが、どの範囲でバラ

ツクのか迄は予測出来ていない。 

(5) 従って多摩１９市の平均排出量と小平市は一致とは言えない。 

山崎専任者が希望する 

回答フォーマット 

質問 

履歴 

 

 

履歴 

最終回答 

委員の最終認識 

その結果を 

協議会に 

報告する。 
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(6) 有料化 VS 分別基準により相違するので、多摩１９市の基準をそのまま利用出来な

いと考えております。 

(7) 平成３５年度に小平市は東大和市分別と同一基準の方向とした場合でも、多摩１９

市と同一とは言えない。 

(8) 施設は５H稼働を原則である。 

８H稼働は特別な事由以外は問題外である。 

(9) 以上により本紙結論として４点を指摘した。 

(10) 提案：早急に有料化を実施し、予測方法の検討をして戴きたい。 

(11) 目標値より実績値ベースで予測をすべきと考えます。 

(12) 組合意見（片山） 

 (a) ５０％減、小平市の目標として理解して欲しい。 

(b) 予測値は間違っている？   あくまでも予測値 

(c) 基準の相異（廃棄物を洗う程度／有料化） 

      市民の意識が重要と考えている。 

 

3.6  新施設に関しての全ての費用（予測を）提示して欲しい。次回打合せで。（町田） 

       組合了解(要回答) 

 

3.7  世帯３６／５６：緊急動議に賛成であった 

   本会で取り上げて欲しい。 

 

3.8 市長の出席をお願い出来ないか（邑上）   ３市と調整します。（片山） 

3.9 書面提出（町田専任者資料）   議長が対応する。 

3.10 会長の件（邑上） 

   新会長・副会長の選出について（来月邑上会長） 

3.11 今後の議事進行 

   今まで通りそもそも論／建設を説明で進める。 

 

次回１０月１４日 ＰＭ６：３０～ 

    サイン 

 

 

プラウド地区 

 

 


